




はじめに 

京都府立大小児科・沢田を中心としてはじめられた神経芽腫マス・スクリーニング法によ

り既に 30 名を越える本腫瘍患者が早期発見され,その治療成績もきわめて良いことから,

本スクリーニングの有効性も確立しつつあるといえる。茨城県においても,昭和 60 年 1 月

よりスクリーニング事業を茨城県が実施主体となって行うこととなり,その準備をすすめ

て来た。その実施要項の概要について報告する。 


